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2023 年 4 月 3 日  

法 学 部 事 務 室 

新年度履修登録等について（４年生） 

              1 履修について 

              2 成績等について 

3 卒業要件について 

            4 通学区間証明シールについて 

              5 その他 
 
 

１ 履修について 

 

・各科目のシラバスについて 

各科目のシラバスはOh-o! Meijiの「クラスウェブ」を参照すること。特に、授業形態、授業運営については、各科目の 

「シラバスの補足」で確認すること。 

・履修地区について 

和泉、駿河台の両キャンパスにおいて同一科目が開講されている場合、在籍しているキャンパスで履修しなければなら 

ない。 

・「外国語科目Ⅲ」単位振替について 

外国語科目Ⅲは、自由選択科目となる。ただし、 2単位を限度として選択必修科目とすることができるが、その場合も、

選択必修科目として修得することができるのは1か国語につき10単位を限度とする。 

条件を満たした場合、単位振替は自動的に行われるが、成績通知表上の変化はないので、注意すること。 

・「学部間共通外国語科目」単位振替について 

「学部間共通外国語科目」は、併せて8単位を限度として自由選択科目の単位として振り替えることができる。単位振替を

希望する場合は、Oh-o! Meijiのアンケートから申請を行うこと。ただし、この場合も外国語科目群の選択必修科目とする

ことはできない。本紙P.3「２ 成績等について (3)単位振替申請」をよく確認すること。 

・同一教員による複数コマ開講科目について（いずれも2コマ開講） 

「民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ」（火曜4限、木曜3限）、「犯罪者処遇法Ⅰ・Ⅱ」（木曜2限、木曜3限） 

・本来は春学期開講科目だが2023年度については秋学期に開講する科目 

「Business Law in EnglishⅠ」（火曜4限）、「Presentation AⅠ」（月曜3限） 

「ドイツ法」（月曜１限）、「比較法学Ⅰ」（火曜１限）、 「専門演習AⅠ・BⅠ（メンクハウス）」（木曜１限） 

「専門演習AⅠ（矢ケ崎）」（月曜4限）、「専門演習BⅠ（矢ケ崎）」（水曜1限） 

 

⑴ 履修登録方法・期間 

① 登録方法（WEB 履修登録） 

WEB 履修登録システム（https://rishu-web.mind.meiji.ac.jp/rishuinfo.htm）にログインして登録する。操作方法

等は、別紙「法学部履修登録マニュアル」を参照すること。 

 

② 法学部関連履修登録期間 

事前申込一次登録期間*1 4月 4日 (火) 13:00 ～ 4月 5日 (水) 9:30 (発表 5日17:00)*2 

事前申込二次登録期間【先着受付】*1 4月 6日 (木) 13:00 ～ 4月 7日 (金) 9:30 (結果は即時反映) 

履修登録期間 4月 14日 (金) 13:00 ～ 4月 17日 (月) 9:30  

 

*1 事前申込については、⑵ 登録上の注意事項の②を確認すること。 
*2 登録結果は、WEB 履修登録システムの「履修登録確認画面」で確認すること。 

 

⑵ 登録上の注意事項 

 ① 登録にあたって 

・各科目シラバス（シラバスの補足）および別紙「法学部履修登録マニュアル」を熟読すること。 

・共通認証 ID・パスワード（Oh-o! Meiji ログイン用と同一）が必要。パスワードがわからない場合は、法学部事務室で

変更の手続きを行うこと (土曜午後、日曜は閉室。電話でのパスワード変更は一切不可)。 

 

② 事前申込について 

・対象科目は、別紙「法学部履修登録マニュアル」に記載の「事前申込科目一覧」を参照すること。 

・事前申込で履修が確定した科目の履修変更・削除は一切認められない。 

・「I」・「Ⅱ」セットで登録した学生が優先的に当選となる。 

・「司法演習Ⅰ・Ⅱ」は、コースが指定されているので注意すること。担当教員が異なれば 2 セット（8 単位）まで履修

注意点 
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できる（一次、二次それぞれで 1 セットずつ申込が可能）。Oh-o! Meiji のアンケート機能から申し込むこと。当選し

た場合、「Ⅰ」・「Ⅱ」が自動的に履修登録される。また、一次・二次ともにＧＰＡ順で履修者を決定する。 

③ 事前申込（二次）登録後の定員空き科目について 

事前申込（二次）登録後、定員に空きがある科目と履修方法については、4月 7日（金）19：00に Oh-o! Meiji から配信

する。履修登録は 4月 14日（金）からの WEB履修登録期間に行うこと。 

 

④ 法学部設置科目以外の登録について 

・「学部間共通外国語」、「情報関係科目」等はそれぞれ登録期間・方法等が法学部の取り扱いと異なる。詳細は各シラバ

ス（WEB 公開等）で確認すること。 

・「総合講座」を履修する場合は、『2023 年度全学共通総合講座シラバス』を熟読し、登録を行うこと。 

・「他学部設置科目」（他学部履修）については、法学部の履修登録期間に WEB 履修登録すること。 

 【注意】「他学部履修」は法学部設置科目では学ぶことのできない知識を修得するために設けている制度である。便覧や

シラバスに記載のとおり、法学部に設置されている科目および科目名・内容がそれに準ずる科目の履修は認められない。

その点を踏まえた上で、履修計画を立てること。登録科目の内容によっては、履修を削除する。 

 

⑤ 教職課程履修者対象 

教職課程履修者で「教科に関する専門的事項」（「法学部 2023 年度資格課程関係科目時間割」参照）の履修を希望する

場合、法学部の履修登録期間に WEB 履修登録すること。 

 

⑥ 履修制限・履修ルールについて 

・講義科目（一部を除く）において、履修希望者が定員を超えた場合に抽選を行う。対象科目は、別紙「法学部履修登

録マニュアル」記載の「履修者数制限科目一覧（事前申込科目以外）」を参照すること。抽選の際は原則として、同

一科目に対し「Ⅰ」・「Ⅱ」セットで履修登録をした学生が優先的に当選となる。抽選から漏れた場合は、追加登録を

認めるので、希望者は、履修修正期間に追加登録すること。 

【履修者数制限の特別措置について】 

以下に該当する場合、Oh-o! Meiji の「履修者数制限の特別措置（4 月 19 日（水）配信予定）」アンケートから申請

を行い、申請内容が確認できた場合は、事務室で履修を追加する。所定の期間内に申請しない学生は、当該科目の履

修の意思なしとみなして、以後の個別対応は一切行わない。 

①コース必修科目において当該コース選択者が抽選漏れした場合 

 （複数コマ開講されている科目で抽選漏れした場合、定員に空きがあるコマを履修すること） 

②授業担当教員のゼミ生が抽選漏れした場合 

（「法学部演習案内（専門演習シラバス）」で指定科目として記載している場合に限る） 

③過年度にも抽選で落選したために、当該科目※を履修できなかった場合 

④教職課程履修者が「教科に関する科目」の必修となっている科目で抽選漏れした場合 

※当該科目：科目名と担当教員が同じもの 

・その他の定員設置科目の取扱いについては、別紙「法学部履修登録マニュアル」を参照すること。 

・和泉、駿河台の両キャンパスにおいて同一科目が開講されている場合、在籍しているキャンパスで開講している科目

を履修しなければならない。駿河台で同名科目が開講されている場合、和泉開講の科目は WEB 履修登録の際に表示

されない。 

・1・2 年次生配当の外国語科目や法律必修科目等を再履修する場合も、駿河台キャンパスで開講されている科目を履修

すること。ただし、和泉キャンパスでのみ開講されている科目については履修を認める。 

・必修科目の重複により在籍しているキャンパスの開講科目が履修できない場合は、4 月 5 日（水）以降、法学部事務 

室の窓口で申し出ること。 

・同じキャンパスで開講している同名科目であっても、対象とするカリキュラム（入学年度）の違いから履修できない

コマについては、WEB 履修登録の際に表示されない。 

・法曹コース選択者は「民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ」、「刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ」について、「法曹コース用」のコマを履修すること。 

これらの科目は半期集中科目であり、「Ⅰ」・「Ⅱ」セットで履修登録しなければならない。ただし、前年度までに「Ⅰ」、

「Ⅱ」のいずれかの単位を修得している場合は、修得していない科目のみを履修登録することになるが、授業は「Ⅰ」

と「Ⅱ」の両方に出席すること。 

【対象科目】 ※「法曹コース」選択者のみ履修登録可。他コースの学生が登録した場合、削除される。 

「民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ（法曹コース用）」栁川先生（春学期集中／火曜 1・2 限／駿河台） 

「刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ（法曹コース用）」黒澤先生（秋学期集中／金曜 3・4 限／和泉） 

※和泉開講の「刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ（法曹コース用）」を修得出来ていない法曹コースの学生については、駿河台開講 

の「刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ」を履修することが可能。ただし、法科大学院進学における『一貫教育プログラム』の修了要 

件にはならない。 
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   ・法曹コース選択者は「会社法Ⅰ・Ⅱ」について、2022 年度以降履修する場合は、「法曹コース用」のコマを履修する

こと。  

※「法曹コース」選択者のみ履修登録可。他コースの学生が登録した場合、削除される。 

※和泉開講の「会社法Ⅰ（法曹コース用）」を修得できていない法曹コースの学生については、駿河台開講の「会社

法Ⅰ」を履修することは可能。ただし法科大学院進学における「一貫教育プログラム」の修了要件にはならない。 

    「会社法Ⅰ（法曹コース用）」松井先生（秋学期／月曜 3 限／和泉） 

    「会社法Ⅱ（法曹コース用）」松井先生（春学期／月曜 2 限／駿河台） 

⑶ 履修上限単位数 

4 年次の履修上限単位は「49 単位」である。これを超えて履修登録することはできないので注意すること。 

※学部間共通外国語科目、教職・学芸員養成・社会教育主事・司書・司書教諭課程設置科目、各大学院設置科目等は履修

上限単位に含まれない。 
 

⑷ 個人別時間割表の公開とエラーチェック‥‥‥ 
 

Oh-o! Meiji で「個人別時間割表（PDF）」を公開する。正確に登録されているかどうか、エラーが表示されていないか

を確認すること。修正の必要がある場合は、下記⑸ 履修修正の手続きを行うこと。 

※WEB 履修登録時にエラーが表示されていなくても、「個人別時間割表（PDF）」に表示される場合がある。 
 
 
 

⑸ 履修修正 ················ ‥‥ 
 

履修修正は「WEB 履修登録システム」を使用して修正すること。 

修正できない履修エラーについては、4 月 20 日（木）13:00 以降に速やかに法学部事務室窓口にて手続きを行うこと。

その際、Oh-o! Meiji から 4 月 19 日（水）10：00 以降にプリントアウトした「個人別時間割表（PDF）」を必ず持参するこ

と。また、修正手続後は必ず所定の時期以降に Oh-o! Meiji で修正が反映されているか確認すること。なお、履修修正期

間中に修正し忘れた場合、エラー表示の科目はすべて削除され、追加登録は一切できないので十分に注意すること。 

 

⑹ 専門演習の変更等 

変更を希望する学生や未登録の学生は、担当教員が受け入れを許可する場合、履修登録を認める。 

→「専門演習履修願」を用意し、履修を希望する授業の第 1回に出席し、許可を得て、事務室に「専門演習履修願」を

提出すること。 

 

２ 成績等について 
 

⑴ 成績公開 ··································  
 
 

⑵ 単位振替申請‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
  

卒業要件外である「学部間共通外国語科目」の単位を、8 単位を限度として卒業要件に含まれる自由選択科目に振り替

えることができる。ただし、外国語科目群の選択必修科目とする（卒業要件の 16 単位に含める）ことはできない。振替

条件の詳細については、『2023 年度法学部シラバス』を参照すること。振替を希望する場合は、上の申請期間に Oh-o! Meiji

のアンケート「学部間共通外国語の単位振替申請について」から申請を行うこと。 

  ※振替手続きをすることにより、4 年次に卒業要件内の単位を修得したことになり、「4 年次 12 単位要件」として算入さ

れる。そのため、4 年次の履修上限単位から振替単位に応じた単位数が引かれるので注意すること。 
 

⑶ 卒業見込証明書、成績証明書について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 

卒業に必要な単位のうち、3 年生終了時までに 88 単位以上、または 4 年生春学期終了時までに 108 単位以上の修得者に

対し「卒業見込証明書」を発行する。各種証明書は、証明書自動発行機から出力すること。 

 

３ 卒業要件について 

 

⑴ 卒業要件単位の確認について 

法学部の卒業要件単位数は 128 単位である。また、4 年次に卒業要件単位を 12 単位以上修得しなければならない。3 年

次までの「成績通知表」を Oh-o! Meiji で確認し、卒業要件を満たせるよう、履修計画を立てること。また、卒業要件に

ついては、 Oh-o! Meiji の「法学部（4 年生）」グループに配信する「卒業要件確認ガイダンス」の資料を確認すること 

（4 月上旬配信）。 

 

個人別時間割表公開 
【春学期】4月 19日(水)10:00～ 

【秋学期】9月下旬(予定) 

登録期間 4月 8日(土)～ 4月 14日(金)事務室開室時間内 

申請期間 4月 14日(金) 10：00～4月 17日(月)9：00 

発行開始 4月 6日(木) 9:00～ 

履修修正期間 

【春学期・WEB履修登録システム】 

4月 20日(木)13：00～4月 21日(金)15：00（先着順） 

【秋学期】9月下旬 (予定) 

 

公開 3月 8日(水) 11:00～ 

 

../../../../99-1_窓口業務/各種申請書（学生）/専門演習/専門演習履修願.pdf
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【注意】成績通知表の集計欄（右下の「単位修得状況」）だけでは、卒業要件に対する単位修得状況は確認できない。制 

限・上限を超えて履修しているために、卒業要件に含まれない修得単位が生じている場合もあるので、シラバスや便覧の

卒業要件に関する記載と併せて、成績通知表全体を見ながら自身の単位修得状況を把握すること。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

４ 通学区間証明シールについて 
 

・住所・最寄り駅等に誤りや変更がある場合は、速やかに法学部事務室で変更手続きを行うこと。 

・駿河台以外のキャンパスへの通学証明については、履修確定後の 4 月 22 日（土）以降、法学部事務室で受け付ける。 

個人別時間割表をプリントアウトし、必ず持参すること。 

・通学定期券は、学校最寄り駅と自宅最寄り駅の最も経済的な経路による区間での購入に限られている。記載された住所と

最寄り駅が適切であるか後日調査するので、正確に記入すること。不正が発覚した場合は厳しく処罰される。 

 

５ その他 
 

⑴ 関連資料について 

「授業時間割表」等は法学部ホームページに公開する。時間割表に記載されている教室・時限等は変更になる場合があ

るので、 Oh-o! Meiji のお知らせに注意すること。 
 

⑵ 卒業ガイダンス‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

卒業に関する注意事項や各種手続について、 Oh-o! Meiji「法学部（4 年生）」グループに資料を配信するので必ず確認

すること。 
 

⑶ 住所・電話番号等の変更について 

   学生本人及び父母や保証人の住所や電話番号等に変更が生じた場合には、速やかに「変更届」（法学部事務室で配布）

を提出し、変更手続きを行うこと。卒業に関することで緊急に連絡することがある。 
 

⑷ 休学について 

病気その他やむを得ない事由により休学を希望する学生は、必ず事前に法学部事務室で相談し、その上で、休学手続締

切日までに次の手続きを行うこと。 

①「休学願」(所定様式、法学部事務室で配布)の提出  ②休学在籍料および諸会費の納入 

※ 上記①、②の両方が休学手続締切日までに完了していない場合は、休学手続きと認められない。 

≪休学手続締切日≫ 春学期：5月 31日 秋学期：11月 20日 

手続締切日が休日にあたる場合は、その前日の事務取扱時間内が「休学願」の提出期限となる。 

【注意】 ・休学期間は在学年数に含まれないので、その分卒業時期が遅れる。 

・「専門演習」の担当教員にも事前に相談すること（復学した際に履修できるか、休学の期間等）。 

・奨学金利用者は、学生支援事務室（奨学金係）へ事前に申し出ること。 
 

⑸ 原級について 

4年生で 2024年度の在籍原級（留年）を考えている学生は、履修登録や単位の調整は慎重に行うこと。卒業要件を満た

した場合は自動的に卒業が確定するので、卒業要件をきちんと把握した上で単位の調整を各自で行うことが必要である。

なお、在籍原級した学生は、半期卒業の制度として、①秋季卒業（9月卒業）、②秋学期履修卒業（3月卒業）があり、そ

の他③通年による履修卒業（3月卒業）がある。詳細は法学部事務室で問い合わせること。 

法学部事務室（駿河台）について  

【場  所】 リバティタワー４階 

【開室時間】平日 ９：００～１１：３０／１２：３０～１７：３０  土曜 ９：００～１２：３０ 

 【電話番号】 ０３－３２９６－４１５２～４１５５ ※携帯電話に登録しておくこと。 

原則として、連絡事項は Oh-o! Meijiで伝える。ただし、急を要する場合、携帯または自宅に電話連絡することが

ある。着信があった場合は、必ず折り返し電話すること。 

以 上   

資料配信予定 12月上旬 

～ 卒業要件：よくある勘違いのケース ～ 

①「自由講座」、「総合講座」を併せて 6 単位修得。すべて総合教養科目群の必要修得単位数になると勘違いし 2 単位足りずに留年。 

②総合教養科目群について 22 単位修得。すべて卒業要件単位になると勘違いし留年。 

③学部間共通外国語「English Communication ⅠA」が外国語科目群の卒業要件単位になると勘違いし 1 単位足りずに留年。 

④学部間共通外国語「English Intensive Course Ⅰ」（集中講座）が自由選択科目になると勘違いし 2 単位足りずに留年。 

⑤各科目群の要件を満たして 128 単位を修得したものの、4 年次の修得単位数が 10 単位であったため留年。 

https://www.meiji.ac.jp/hogaku/office_info/6t5h7p000000c5hl-att/a1655082475596.pdf

